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『
陽
宅
十
書
』
訳
注
Ⅲ

水　

野　

杏　

紀

平　

木　

康　

平

は
じ
め
に

　
『
陽
宅
十
書
』
は
全
部
で
十
篇
、「
論
宅
外
形
第
一
」、「
論
福
元
第
二
」、「
論

大
遊
年
第
三
」、「
論
穿
宮
九
星
第
四
」、「
論
元
空
装
卦
訣
第
五
」、「
論
開
門
修

造
門
第
六
」、「
論
放
水
第
七
」、「
論
宅
内
形
第
八
」、「
論
選
擇
第
九
」、「
論
符

鎭
第
十
」
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
居
宅
を
囲
む
山
河
な
ど
の
地
勢
や
周
囲
の
環

境
と
吉
凶
、
居
宅
の
門
戸
、
樹
木
や
池
の
配
置
と
そ
の
吉
凶
な
ど
が
記
さ
れ
て

お
り
、『
明
史
』
藝
文
志
に
王
君
榮
『
陽
宅
十
書
』
四
巻
が
著
録
さ
れ
て
い
る
。

　

す
で
に
『
陽
宅
十
書
』
訳
注
Ⅰ
で
は
「
論
宅
外
形
第
一
」
の
前
半
、ま
た
『
陽

宅
十
書
』
訳
注
Ⅱ
で
は
「
論
宅
外
形
第
一
」
の
「
陽
宅
外
形
吉
凶
圖
説
」
の
前

半
に
訳
注
を
施
し
た
が
、『
陽
宅
十
書
』訳
注
Ⅲ
は
そ
れ
を
承
け
た
後
半
で
あ
る
。

　

底
本
は
『
古
今
圖
書
集
成
』
堪
輿
部
所
収
の
『
陽
宅
十
書
』
１

を
用
い
、
図

と
解
説
は
便
宜
上
、
番
号
を
ふ
り
、
原
文
、
訓
読
、
通
釈
を
記
し
た
。
図
が
不

鮮
明
な
部
分
は
ト
レ
ー
ス
し
て
補
っ
た
。
ま
た
、
明
代
の
「
日
用
類
書
」
で
あ

る
『
五
車
抜
錦
』
２

に
類
似
の
文
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
各
文
の
註
に
記
載
し
た
。

陽
宅
外
形
吉
凶
圖
説
（
続
）

一
、�（
原
文
）此
個
明
堂
出
寡
娘
。少
年
眼
疾
堕
胎
亡
。

癆
瘵
氣
疾
人
丁
有
。
流
水
兒
孫
實
可
傷
。

　
　

�（
訓
読
）
此こ

の
個
の
明
堂
は
寡か

娘じ
ょ
うを

出い

だ
す
。

少
年
眼が
ん

疾し
つ

あ
り
、
堕
胎
し
て
亡ほ
ろ

ぶ
。
癆ろ
う

瘵さ
い

氣

疾
の
人じ
ん

丁て
い

有
り
。
流
水
あ
ら
ば
兒じ

孫そ
ん

實ま
こ
とに
傷い
た

む
可べ

し
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
こ
の
よ
う
な
円
池
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の

家
は
）
い
か
ず
後
家
を
出
す
。
少
年
は
目
の
病
を
煩
い
、（
家
人
は
）
流
産
し

て
死
に
い
た
る
。
肺
病
や
気
を
病
む
家
人
が
出
る
。（
そ
の
池
に
）
流
れ
る
水

が
あ
る
な
ら
ば
（
そ
の
家
の
）
子
孫
は
ま
こ
と
に
傷
ま
し
い
こ
と
に
な
る
。

二
、（�

原
文
）青
龍
若
有
二
山
随
、其
家
養
女
被
人
迷
。

招
郎
義
子
其
家
破
。
不
出
軍
時
有
匠
賊
。

　
　
〈
逆
水
為
吉
出
人
狡
猾
。
順
水
為
凶
換
姓
過
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活
。〉３

（�

訓
読
）青
龍
に
若も

し
二
山
の
随
う
有
ら
ば
、其
の
家
の
養
女
は
人
に
迷ま
ど

わ
さ
る
。

招し
ょ
う

郎ろ
う

義ぎ

子し

は
其
の
家
を
破
る
。
軍
を
出い

だ
さ
ず
、
時
に
匠
し
ょ
う

賊ぞ
く

有
り
。

〈
水
に
逆
ら
う
を
吉
と
為
し
、
人
の
狡こ
う

猾か
つ

な
る
を
出
だ
す
。
水
に
順
う
を
凶
と

な
し
、
姓
を
換
え
活
を
過
あ
や
ま
つ
。〉

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
前
の
）
東
側
に
ふ
た
つ
の
山
が
従
う
よ
う
に
並
ん
で
い

る
な
ら
ば
、
そ
の
家
の
養
女
が
人
に
惑
わ
さ
れ
る
。
入
婿
や
養
子
は
家
を
破
産

さ
せ
る
。（
家
か
ら
）
軍
人
を
出
さ
な
い
が
、
時
に
盗
賊
が
家
に
入
る
。

〈
水
の
流
れ
が
逆
行
し
て
い
れ
ば
吉
だ
が
、
家
人
を
狡
猾
に
さ
せ
る
。
水
の
流

れ
が
順
行
し
て
い
れ
ば
凶
だ
が
、
姓
を
換
え
（
養
子
と
な
り
）
生
活
を
誤
る
。〉

三
、（�

原
文
）白
虎
若
見
二
山
随
、定
教
婦
女
被
人
迷
。

二
姓
之
家
來
合
活
、
忤
逆
人
家
媳
罵
姑
。４

　
　
（�

訓
読
）
白
虎
に
若
し
二
山
の
随
う
を
見
ば
、

定
め
て
婦
女
を
し
て
人
の
迷
い
を
被
こ
う
む
ら
し
む
。

二
姓
の
家
は
來
た
り
て
活
を
合あ
わ

し
、
人
家
に
忤ご

逆ぎ
ゃ
くし
媳せ
き

は
姑こ

を
罵
の
の
し
る
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
前
の
）
西
側
に
ふ
た
つ
の
山
が
従
う
よ
う
に
な
ら
ん
で

い
る
な
ら
ば
、き
ま
っ
て
（
そ
の
家
の
）
婦
女
は
他
の
人
に
惑
わ
さ
れ
る
。（
夫

側
と
妻
側
の
）
二
姓
の
家
族
が
あ
つ
ま
り
生
活
を
と
も
に
し
て
、
他
家
と
い
さ

か
い
を
お
こ
し
、
嫁
が
姑
を
の
の
し
る
こ
と
に
な
る
。

四
、（�

原
文
）若
見
明
堂
似
廉
貞
、斷
定
眼
疾
少
光
明
。

家
生
氣
疾
虚
勞
死
。
将
来
致
死
滿
門
庭
。
５

　
　
（�

訓
読
）
若
し
明め
い
ど
う堂
に
廉れ
ん

貞て
い

に
似
た
る
を
見
ば
、

斷
定
し
て
眼
疾
あ
り
て
光
明
少
な
し
。
家
に

氣
疾
を
生
じ
て
虚
勞
し
て
死
す
。
将
来
死
を
致
し
て
門
庭
に
滿
つ
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
廉
貞
星
に
似
て
い
る
山
が
あ
る
な
ら
ば
、

断
言
し
て
い
う
が
、（
そ
の
家
人
は
）眼
の
や
ま
い
と
な
り
視
力
に
乏
し
く
な
る
。

ま
た
、
家
人
は
気
の
病
を
生
じ
、
衰
弱
し
て
力
が
な
く
な
っ
て
死
ぬ
。
将
来
は

死
に
至
る
人
達
が
家
に
満
ち
る
よ
う
に
な
る
。

五
、（�

原
文
）明
堂
形
似
破
軍
星
、不
出
軍
兮
出
匠
眞
。

屍
外
死
家
退
落
。
孤
寡
臨
門
二
姓
人
。
６

　
　
（�

訓
読
）
明
堂
の
形　

破
軍
星
に
似
た
れ
ば
、

軍
を
出
だ
さ
ず
、
匠
し
ょ
う

眞し
ん

を
出
だ
す
。
屍
し
か
ば
ねを　
か
つ

ぎ
て
外
に
死
し
、
家　

退
落
せ
ん
。
孤
寡　

門
に
臨
み
二
姓
の
人
あ
り
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
破
軍
星
に
似
て
い
る
山
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ

の
家
か
ら
は
）
軍
人
を
出
さ
ず
に
匠
人
を
出
す
。（
そ
の
家
人
は
）
外
地
で
客

死
し
て
、
そ
の
屍
は
か
つ
が
れ
て
家
に
戻
り
、
家
は
没
落
す
る
。
孤
児
や
寡
婦

が
家
に
い
て
、（
夫
側
と
妻
側
）
二
姓
の
家
族
が
同
居
す
る
よ
う
に
な
る
。
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六
、（�

原
文
）
文
曲
明
堂
在
面
前
、男
女
風
聲
此
處
生
。

男
少
女
多
眞
不
吉
。
招
郎
納
婿
過
浮
生
。
７

　
　
（�

訓
読
）
文
曲
の
明
堂　

面
前
に
在
ら
ば
、
男

女
の
風
聲　

此こ

處こ

に
生
ず
。
男
少
な
く
女
多

く
し
て
眞
に
吉
な
ら
ず
。
招
郎
納
婿　

浮
生
を
過
ご
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
明
堂
に
文
曲
星
の
形
を
し
た
山
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ

の
家
人
に
は
）
男
女
の
風
説
が
こ
こ
か
ら
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。（
そ
の
家
は
）

男
が
少
な
く
女
が
多
く
て
、
ま
こ
と
に
不
吉
で
あ
る
。
ひ
き
い
れ
た
養
子
や
入

婿
は
、
は
か
な
い
一
生
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。　

七
、（�

原
文
）門
前
若
有
玉
帯
水
、高
官
必
定
容
易
起
。

出
人
代
代
讀
書
聲
。
榮
顯
富
貴
耀
門
閭
。

　
　

�（
訓
読
）
門
前
に
若
し
玉
ぎ
ょ
く

帯た
い

水す
い

有
ら
ば
、
高
官

必
ず
定
め
て
容
易
に
起
こ
る
。
人　

代
代　

書

を
讀
む
の
聲せ
い

を
出い

だ
す
。
榮
顯
富
貴
に
し
て
門も
ん

閭り
ょ

を
耀
か
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
美
し
い
帯
の
よ
う
な
流
れ
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の

家
人
に
）
高
位
高
官
の
者
が
必
ず
き
ま
っ
て
容
易
に
で
て
く
る
。
代
々
に
わ
た

り
、
読
書
を
た
し
な
む
者
を
輩
出
す
る
。
家
人
は
出
世
し
て
富
貴
に
な
り
、
一

門
の
名
声
を
輝
か
す
こ
と
に
な
る
。

八
、（�

原
文
）
此
樹
門
前
人
不
知
、家
招
寡
母
哭
聲
悲
。

二
姓
同
居
招
女
婿
、
血
財
損
盡
又
瘟
迷
。
８

　
　
（�

訓
読
）
此
の
樹　

門
前
に
あ
り
て
人
知
ら
ざ

れ
ば
、
家
は
寡
母
を
招
き
哭
聲
悲
し
。
二
姓

同
居
し
て
女
婿
を
招
く
。
血
財
損
し
盡
し
又
た
瘟お
ん

も
て
迷
う
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
こ
の
よ
う
な
樹
木
が
あ
っ
て
、人
が
（
そ
の
不
吉
に
）

気
づ
か
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
家
は
寡
婦
が
声
を
あ
げ
て
泣
く
悲
し
み
を
招
く
こ

と
に
な
る
。（
夫
側
と
妻
側
）
二
姓
の
家
族
が
同
居
し
、
婿
養
子
を
招
く
。
血

脈
と
財
産
が
と
も
に
す
っ
か
り
な
く
な
っ
て
、
ま
た
流
行
病
い
に
悩
ま
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。

九
、（�

原
文
）門
前
若
有
兩
等
樹
、斷
定
二
姓
同
居
住
。

大
富
之
家
招
二
妻
。
孤
翁
寡
母
涙
沾
衣
。
９

　
　
（�

訓
読
）
門
前
に
若
し
兩
等
の
樹
有
ら
ば
、
斷

定
し
て
二
姓
同と
も

に
居
住
せ
ん
。
大
富
の
家

は
二
妻
を
招
く
。
孤
翁
寡
母　

涙
も
て
衣
を
沾ぬ

ら
す
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
ふ
た
つ
の
同
じ
大
き
さ
の
樹
が
あ
る
な
ら
ば
、

断
言
し
て
い
う
が
（
夫
と
妻
の
）
二
姓
の
家
族
が
同
居
す
る
よ
う
に
な
る
。
大

富
豪
の
家
は
ふ
た
り
の
妻
を
招
く
。（
そ
の
結
果
）
伴
侶
を
な
く
し
た
老
翁
や

寡
婦
は
涙
で
衣
を
ぬ
ら
す
よ
う
に
な
る
。
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十
、（�

原
文
）面
前
凶
沙
若
有
此
。左
火
炒
來
兄
必
死
。

右
火
冲
身
弟
必
亡
。
當
面
尖
射
中
此
是
。
��10

　
　
（�

訓
読
）
面
前
に
凶
き
ょ
う

沙し
ゃ

若
し
此
れ
有
り
。
左
火���

炒し
ょ
う

來ら
い

す
れ
ば
、
兄
は
必
ず
死
す
。
右
火　

身

に
冲あ
た

れ
ば
、
弟
は
必
ず
亡し

す
。
當
面
の
尖
射
此
れ
に
中あ

た
る
是
れ
な
り
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
こ
の
よ
う
に
凶
沙
が
あ
り
、左
の
火
沙
が
せ
ま
っ

て
く
る
な
ら
、
こ
の
家
の
兄
は
必
ず
死
ぬ
。
右
の
火
沙
が
家
に
む
か
っ
て
く
る

な
ら
、
弟
は
必
ず
死
ぬ
。（
家
の
）
正
面
に
尖
が
っ
て
射
る
よ
う
な
形
の
沙
が
、

（
両
者
に
）
あ
た
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

十
一
、（�

原
文
）門
前
三
塘
及
二
塘
、必
啼
孤
子
寡
母
嫁
。

斷
出
其
家
眞
禍
福
。
小
児
落
水
泪
汪
汪
。
��11

　
　
（�

訓
読
）
門
前
に
三
塘
及
び
二
塘
あ
ら
ば
、
必

ず
孤
子
寡
母　

嫁
を
啼な

か
す
。
斷
じ
て
其

の
家
に
眞
の
禍
福
を
出
だ
す
。
小
児
は
水
に
落
ち
泪
な
み
だ

汪お
う

汪お
う

た
り
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
二
つ
か
三
つ
人
口
池
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
で
は
）

必
ず
孤
児
や
寡
婦
、
嫁
を
泣
か
す
こ
と
に
な
る
。
断
言
し
て
い
う
が
、
そ
の
家

に
本
当
に
禍
い
が
お
こ
る
。
家
の
幼
子
は
水
に
落
ち
て
（
死
に
）、
涙
が
と
め

ど
も
な
く
流
れ
る
こ
と
に
な
る
。

十
二
、（�

原
文
）逆
水
廉
貞
為
谷
将
。順
水
廉
貞
是
退
神
。

又
名
喚
作
訟
詞
筆
。
出
人
狡
猾
不
堪
云
。
��12

　
　
（���

訓
読
）
逆
水
の
廉
貞
は
谷こ
く

将
し
ょ
う

為
り
。
順
水
の

廉れ
ん

貞て
い

は
是
れ
退
神
た
り
。
又
た
名
づ
け
喚よ

び

て
訟
し
ょ
う

詞し

筆ひ
つ

と
作な

す
。
人
の
狡
猾
云
う
に
堪
え
ざ
る
を
出
だ
す
。

（
通
釈
）（
家
に
む
か
っ
て
く
る
）
逆
水
が
廉
貞
星
の
形
を
し
た
も
の
を
谷
将
と

い
う
。（
遠
ざ
か
っ
て
い
く
）順
水
が
廉
貞
星
の
形
を
し
た
も
の
を
退
神
と
い
う
。

ま
た
名
づ
け
て
訟
詞
（
告
発
文
を
書
く
）
筆
と
呼
ぶ
。（
そ
の
家
は
）
言
う
に

た
え
な
い
ほ
ど
の
狡
猾
な
人
を
だ
す
こ
と
に
な
る
。

十
三
、（�

原
文
）明
堂
若
見
似
芒
槌
、少
年
枉
死
此
中
是
。

吐
血
傷
人
凶
惡
死
。
少
年
寡
母
紛
紛
起
。

　
　
（�

訓
読
）
明
堂
若
し
芒ぼ
う

槌つ
い

に
似
た
る
を
見
ば
、

少
年
枉お
う

死し

す
る
こ
と
此
の
中う
ち

是
れ
な
り
。
血

を
吐
き
人
を
傷
り
凶
惡
に
し
て
死
す
。
少
年
寡
母　

紛ふ
ん

紛ぷ
ん

と
し
て
起
こ
る
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
の
ぎ
を
う
つ
木
槌
に
似
た
形
の
水
が

あ
る
な
ら
ば
、
家
の
少
年
が
非
業
の
死
を
遂
げ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
中
で
お

こ
る
。（
家
人
は
）
吐
血
し
、
人
を
傷
つ
け
、
凶
悪
な
状
況
で
死
ぬ
。
こ
の
よ

う
な
少
年
や
寡
婦
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
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十
四
、（�

原
文
）若
見
鵞
頸
鴨
頸
前
、淫
亂
風
聲
處
處
傳
。

孤
寡
少
年
不
出
屋
。
男
跏
女
跛
不
堪
言
。
��13

　
　
（�

訓
読
）
若
し
鵞が

頸け
い

鴨お
う

頸け
い

前す
す

む
を
見
ば
、
淫
亂

の
風
聲
處
處
に
傳
わ
る
。
孤
寡
少
年　

屋
を

出
で
ず
。
男
は
跏か

に
し
て
女
は
跛ひ

な
る
は
言
う
に
堪
え
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
鵞
鳥
や
鴨
が
首
を
進
め
て
い
る
よ
う
な
形
の
山
が
あ

る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
人
の
）
淫
乱
の
噂
が
あ
ち
こ
ち
に
伝
わ
る
。（
そ
の
家
の
）

孤
児
や
寡
婦
、
少
年
は
屋
敷
か
ら
で
て
こ
ら
れ
な
い
。
男
性
は
足
が
ま
が
り
、

女
性
は
片
足
が
不
自
由
に
な
り
、
言
う
に
た
え
な
い
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
。

十
五
、（�

原
文
）明
堂
三
尖
并
四
尖
、斷
他
致
死
禍
淹
淹
。

定
出
氣
涙
及
患
眼
。
更
兼
脚
疾
甚
難
痊
。
��14

　
　
（�

訓
読
）
明
堂
に
三さ
ん

尖せ
ん

并
び
に
四
尖
あ
ら
ば
、

斷
じ
て
他か

れ
死
を
致
し
、
禍
い
淹え
ん
え
ん淹
た
り
。

定
め
て
氣
涙
を
出
だ
し
て
眼
を
患
う
に
及
ぶ
。
更
に
脚
疾
を
兼
ね
て
甚
だ
痊い

え

難
し
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
三
方
も
し
く
は
四
方
が
尖
っ
た
形
の
山
が
あ
る
な
ら

ば
、断
言
し
て
い
う
が
（
そ
の
家
は
）
死
を
招
き
、禍
い
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
お
こ
っ

て
く
る
。
き
ま
っ
て
（
家
人
は
）
気
涙
を
な
が
し
て
や
が
て
は
眼
を
わ
ず
ら
う

よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
脚
の
病
を
併
発
し
て
甚
だ
治
り
に
く
い
。

十
六
、（�

原
文
）
若
見
明
堂
三
個
角
、
眼
兒
孫
因
此
哭
。

單
傳
人
口
多
少
亡
。
氣
痛
其
家
常
不
脱
。
��15

　
　
（�

訓
読
）
若
し
明
堂
に
三
個
の
角
を
見
ば
、　
か
つ

眼が
ん

の
兒
孫　

此
れ
に
因
り
て
哭
す
。
人
口
を

單
傳
し
て
多
少
亡
ぶ
。
氣
痛
あ
り
、
其
の
家　

常
に
脱
せ
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
三
角
形
の
山
が
あ
る
な
ら
ば
、
眼
の
不
自
由

な
子
孫
は
こ
れ
が
原
因
で
哭
泣
す
る
こ
と
に
な
る
。（
家
の
）
血
筋
は
一
筋
だ

け
が
つ
な
が
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
亡
び
て
し
ま
う
。
そ
の
家
は
気
の
病
か
ら
の
が

れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。

十
七
、（�

原
文
）明
堂
返
轉
似
裙
頭
、家
中
淫
亂
不
知
羞
。

孤
寡
少
亡
端
的
有
。
瘟

麻
痘
染
時
流
。��16

　
　
（�

訓
読
）
明
堂
返
轉
し
て
裙く
ん

頭と
う

に
似
た
れ
ば
、

家
中
淫
亂
に
し
て
羞は

ず
る
を
知
ら
ず
。
孤
寡

少
亡　

端
的
に
有
り
。
瘟お
ん
こ
う

麻ま

痘と
う　

時
流
に
染
む
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
明
堂
に
裳
裾
を
ひ
る
が
え
し
た
よ
う
な
形
の
山
が
あ

る
な
ら
ば
、（
そ
の
）
家
中
の
人
が
淫
乱
と
な
り
恥
知
ら
ず
に
な
る
。（
そ
の
家

か
ら
）
孤
児
、
寡
婦
、
若
く
し
て
死
ぬ
人
が
（
で
て
く
る
こ
と
は
）
は
っ
き
り

し
て
い
る
。（
家
人
は
）
流
行
病
や
ほ
う
そ
う
と
い
っ
た
病
に
感
染
す
る
。
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十
八
、（�

原
文
）獨
樹
孤
峯
如
頂
笠
、僧
道
尼
姑
從
此
出
。

更
出
瘟
疾
眼
無
光
。
忤
逆
爭
闘
事
不
一
。
��17

　
　
（�

訓
読
）
獨
樹
あ
り　

孤
峯　

笠
を
頂
く
が

如
く
な
ら
ば
、
僧
道
尼じ

姑こ　

此
れ
從
り
出

だ
す
。
更
に
瘟
疾
を
出
だ
し
眼
に
光
無
し
。
忤
逆
爭
闘
あ
り
て
事
は
一
な
ら
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
独
樹
が
あ
り
、
笠
を
戴
く
よ
う
な
形
の
独
立
峯
が
あ

る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
か
ら
）
僧
侶
や
尼
僧
を
だ
す
が
、
こ
の
形
が
そ
う
さ
せ

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
家
は
流
行
病
い
の
人
を
だ
し
、
失
明
す
る
。
家
人
は

人
に
さ
か
ら
い
、
人
と
争
い
、
も
め
事
は
ひ
と
つ
で
す
ま
な
い
こ
と
に
な
る
。

十
九
、（�

原
文
）面
前
退
神
挿
明
堂
、代
々
兒
孫
主
少
亡
。

順
水
田
園
都
賣
盡
。
家
中
縦
好
也
徒
然
。
��18

　
　
（��

訓
読
）
面
前
の
退
神　

明め
い

堂ど
う

を
挿さ

さ
ば
、
代�

々
の
兒じ

孫そ
ん　

主　

少
亡
あ
り
。順
水
あ
ら
ば
田

園
都す
べ

て
賣う

り
盡
く
さ
ん
。
家
中
縦
し
ょ
う

好こ
う

し
て
也ま

た
徒
然
た
り
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
退
神
が
あ
り
、
明
堂
を
く
し
ざ
し
す
る
よ
う
な
形
で

あ
れ
ば
、
そ
の
家
は
代
々
の
子
孫
が
若
死
に
す
る
。（
家
か
ら
遠
ざ
か
る
）
順

水
が
流
れ
て
い
れ
ば
、
田
畑
を
す
べ
て
売
り
つ
く
す
。
ま
た
家
中
の
人
が
勝
手

気
ま
ま
に
暮
ら
し
、
ま
た
（
働
か
ず
に
）
ぶ
ら
ぶ
ら
と
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

二
〇
、（�

原
文
）面
前
一
山
如
人
舞
、家
中
定
出
風
癲
子
。

時
常
妖
怪
入
家
門
。
手
足
之
災
定
不
虚
。��19

　
　
（�

訓
読
）
面
前
に
一
山
あ
り
、
人
の
舞
う
が
如
く

な
ら
ば
、
家
中
定
め
て
風ふ
う

癲て
ん

の
子
を
出
だ
す
。

時
に
常
に
妖
怪　

家
門
に
入
る
。
手
足
の
災
い　

定
め
て
虚
し
か
ら
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
人
が
舞
う
よ
う
な
形
の
山
が
ひ
と
つ
あ
る
な
ら
ば
、

そ
の
家
中
で
は
き
ま
っ
て
異
常
な
言
動
を
す
る
子
を
出
す
。（
そ
の
家
で
は
）

常
々
妖
怪
が
あ
ら
わ
れ
て
門
か
ら
家
に
入
っ
て
く
る
。
手
足
の
災
い
が
き
ま
っ

て
絶
え
な
い
。

二
一
、（�

原
文
）此
個
山
頭
在
面
前
、風
癲
人
出
退
田
園
。

献
花
淫
慾
多
端
事
。
老
子
将
來
把
火
燃
。

　
　
（�

訓
読
）
此
の
個
の
山
頭　

面
前
に
在
ら
ば
、

風
癲
の
人　

田
園
に
出
退
す
。
花
を
献
じ
慾

を
淫
ほ
し
い
ま
まに
し　

多
端
の
事
あ
り
。
老
子
は
将
來　

火
を
把と

り
て
燃
や
す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
こ
の
よ
う
な
形
の
山
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
に

は
）
異
常
な
言
動
を
す
る
人
が
あ
ら
わ
れ
て
、
田
畑
に
出
入
り
す
る
こ
と
に
な

る
。（
家
人
は
）
色
沙
汰
を
お
こ
し
、
欲
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
件
が
お
き
る
。（
そ
の
家
の
）
老
父
は
や
が
て
火
を
と
り
、
火
災
を
お
こ
す

こ
と
に
な
る
。
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二
二
、（�

原
文
）若
見
明
堂
似
祿
存
、三
年
兩
度
定
遭
瘟
。

蛇
傷
牛
闘
風
傷
事
。
曲
背
蛇
腰
聾
唖
人
。

　
　
（�

訓
読
）
若
し
明
堂
に
祿
存
に
似
た
る
を
見
ば
、

三
年
に
兩
度
定
め
て
瘟お
ん

に
遭
う
。
蛇だ

傷
し
ょ
う

牛
ぎ
ゅ
う

闘と
う　

風
傷
の
事
あ
り
。
曲
き
ょ
く

背は
い

蛇だ

腰よ
う　

聾ろ
う

唖あ

の
人
あ
り
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
祿
存
星
（
凶
星
）
に
似
た
形
の
山
が

あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
人
は
）
三
年
に
二
回
、
き
ま
っ
て
流
行
病
い
に
遭
う

こ
と
に
な
る
。（
家
人
は
）
蛇
に
か
ま
れ
、
牛
に
つ
か
れ
て
傷
を
負
い
、
伝
染

病
に
罹
る
。
背
中
が
曲
が
る
人
や
腰
が
蛇
の
よ
う
に
ま
が
る
人
、
聾
唖
の
人
を

出
す
。

二
三
、（�

原
文
）若
見
明
堂
似
牛
軛
、定
斷
其
家
會
做
賊
。

瘟
瘥
疾
病
不
離
門
。
少
死
人
丁
哭
不
絶
。

　
　
（�

訓
読
）
若
し
明
堂
に
牛
ぎ
ゅ
う

軛や
く

に
似
た
る
を
見
ば
、

定
め
て
斷
じ
て
其
の
家
は
做さ
く

賊ぞ
く

に
會あ

う
。
瘟お
ん

瘥さ

の
疾
病　

門
を
離
れ
ず
。
少
死
の
人
丁　

哭
す
る
こ
と
絶
え
ず
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
牛
の
く
び
き
に
似
た
山
が
あ
る
な
ら
ば
、

き
ま
っ
て
断
言
し
て
い
う
が
、
そ
の
家
は
盗
賊
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

の
家
か
ら
は
流
行
病
い
が
絶
え
ず
お
こ
る
。家
人
に
は
若
死
に
す
る
人
が
で
て
、

哭
泣
す
る
声
が
絶
え
な
い
。

二
四
、（�

原
文
）拖
尸
之
山
如
此
様
、勧
君
仔
細
看
形
相
。

縊
頸
之
山
白
路
行
、
時
師
法
術
要
消
詳
。
��20

　
　
（�

訓
読
）
拖た

尸し

の
山　

此
く
の
如
き
様
な
ら
ば
、

君
に
勧
む　

仔
細
に
形
相
を
看
よ
。
縊い
つ

頸け
い

の

山
に
白
路
行め
ぐ

ら
ば
、
時
師
の
法
術　

要
か
な
ら
ず
詳
し
ょ
う
を
消
す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
こ
の
よ
う
に
死
体
を
ひ
き
ず
る
よ
う
な
山
が
あ
る
な

ら
ば
、
諸
君
、
仔
細
に
そ
の
形
相
を
み
る
が
い
い
。
頸
を
く
く
っ
た
よ
う
に
山

に
白
い
道
が
つ
づ
く
な
ら
ば
、時
師
の
方
術
を
も
っ
て
し
て
も
、か
な
ら
ず
（
そ

の
家
の
）
吉
祥
を
消
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

二
五
、（�

原
文
）若
見
明
堂
似
蜓
蚰
、黄
腫
随
身
出
雲
遊
。

嬾
惰
兒
孫
帯
脚
疾
。
兒
孫
産
難
盡
遭
尤
。

　
　
（�

訓
読
）
若
し
明
堂
に
蜓え
ん

蚰ゆ
う

に
似
た
る
を
見
ば
、

黄
腫
身
に
随
い
出
で
て
雲
遊
す
。嬾ら
ん

惰だ

の
兒
孫

脚
疾
を
帯
ぶ
。
兒
孫
の
産
難
く
盡
く
尤と
が

に
遭
う
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
の
）
明
堂
に
な
め
く
じ
に
似
た
よ
う
な
形
の
山
が

あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
人
は
）
黄
色
の
は
れ
も
の
が
身
体
に
出
て
、
体
じ
ゅ

う
に
広
が
っ
て
い
く
。（
そ
の
家
の
）
な
ま
け
も
の
の
子
孫
は
脚
の
病
に
罹
る
。

子
孫
の
な
り
わ
い
は
困
難
を
き
わ
め
、こ
と
ご
と
く
咎
め
に
あ
う
こ
と
に
な
る
。
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二
六
、（�

原
文
）竹
木
倒
垂
在
水
邉
、小
児
落
水
不
堪
言
。

欄
柵
添
置
猶
防
可
。
更
有
瘟
災
發
酒
�
。
��21

　
　
（�

訓
読
）
竹
木
倒
垂
し
て
水
邉
に
在
ら
ば
、
小

児　

水
に
落
ち
る
は
言
う
に
堪
え
ず
。
欄ら
ん

柵さ
く

添
え
置
か
ば
猶な

お
防
ぐ
こ
と
可
な
り
。
更
に
瘟お
ん

災さ
い

有
り
て
酒
�
を
發は
っ

す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
竹
や
木
が
水
際
で
倒
れ
垂
れ
さ
が
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

（
そ
の
家
の
）
幼
子
が
水
に
落
ち
て
口
で
は
言
え
な
い
ひ
ど
い
こ
と
に
な
る
。

柵
を
設
置
す
れ
ば
ま
だ
（
事
故
を
）
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。（
し
か
し
）
さ
ら

に
（
家
人
に
）
流
行
病
い
と
（
水
の
）
災
害
を
も
た
ら
し
、酒
乱
を
ひ
き
お
こ
す
。

二
七
、（�

原
文
）獨
樹
兩
枝
冲
上
天
、牽
連
官
事
惹
憂
煎
。

斷
他
年
月
無
移
改
、
坐
向
官
主
細
推
言
。
��22

　
　
（�

訓
読
）
獨
樹
の
兩
り
ょ
う

枝し　

上
天
を
冲つ

か
ば
、
官

事
に
牽け
ん

連れ
ん

し
て
憂ゆ
う

煎せ
ん

を
惹お
こ

す
。
斷
じ
て
他
の

年
月
移
改
す
る
こ
と
無
く
ん
ば
、坐
し
て
官
主
に
向
い
て
細
か
く
推
言
せ
ら
る
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
二
股
に
枝
分
か
れ
し
た
樹
木
が
一
本
だ
け
天
を
つ
く

よ
う
に
そ
び
え
て
い
れ
ば
、（
そ
の
家
人
は
）
裁
判
沙
汰
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、

心
に
痛
み
と
憂
い
を
引
き
起
こ
す
。
断
言
し
て
い
う
が
、何
年
も
何
ヶ
月
も（
そ

れ
を
）
移
し
改
め
な
け
れ
ば
、罪
に
坐
し
て
裁
判
官
に
細
々
と
取
調
べ
ら
れ
る
。

二
八
、（�

原
文
）獨
樹
生
來
無
破
相
、必
定
換
妻
孤
寡
眞
。

孤
辰
寡
宿
定
分
明
。
無
兒
無
女
妙
通
神
。
��23

　
　
（�

訓
読
）
獨
樹　

生
來
破
相
無
く
ん
ば
、
必
ず

定
め
て
妻
を
換
え
孤
寡
眞て
ん

す
。
孤
辰
寡
宿
す

る
こ
と
定
め
て
分
明
な
り
。
兒
無
く
女
無
く
神
に
妙
通
す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
た
だ
一
本
の
樹
木
が
あ
り
、
も
と
も
と
破
た
ん
が
な

く
整
っ
た
姿
で
あ
れ
ば
、（
そ
の
家
人
は
）
必
ず
き
ま
っ
て
妻
を
と
り
か
え
、（
家

に
は
）
孤
児
、
寡
婦
が
あ
ふ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
き
ま
っ
て
孤
児
、
寡
婦
に
な

る
運
命
に
あ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
男
児
も
無
く
女
兒
も
無
く
、（
家

人
は
）
く
す
し
く
も
神
と
通
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
九
、（�

原
文
）祿
存
重
樹
在
門
前
、二
房
暗
唖
不
能
言
。

又
主
出
人
瘤
跛
疾
。
招
瘟
動
火
主
憂
煎
。

　
　
（�

訓
読
）
祿
存
の
重
樹　

門
前
に
在
ら
ば
、
二

房
に
暗あ
ん

唖あ

あ
り
、
言
う
に
能あ
た

わ
ず
。
又
た
主

人
に
瘤
り
ゅ
う

跛は

の
疾
を
出
だ
す
。
瘟
を
招
き
火
を
動
か
し
て
主　

憂
煎
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
祿
存
星
の
形
を
し
た
樹
木
が
重
な
り
茂
っ
て
い
る
と
、

二
つ
の
部
屋
の
家
人
が
盲
に
な
り
唖
に
な
っ
て
口
が
き
け
な
く
な
る
。
ま
た
そ

の
家
人
は
腫
れ
物
や
脚
が
不
自
由
な
病
い
の
人
を
だ
す
。
流
行
病
い
を
招
き
、

火
災
を
ひ
き
お
こ
し
、（
そ
の
家
の
）
主
人
は
憂
い
心
を
痛
め
る
こ
と
に
な
る
。
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三
〇
、（�

原
文
）黄
泉
破
軍
有
藤
樹
、斷
定
干
連
官
事
至
。

攀
址
相
爭
入
法
場
。
只
為
姦
情
盗
賊
赴
。

　
　
（�

訓
読
）
黄
泉
の
破
軍
に
藤
樹
有
ら
ば
、
斷
定

し
て
官
事
の
至
る
に
干か
ん

連れ
ん

す
。
攀は
ん

址し

し
相
爭

い
て
法
場
に
入
る
。
只た

だ
姦
情
の
盗
賊　

赴
く
が
為
な
り
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
黄
泉
の
破
軍
星
（
の
位
置
）
に
あ
る
樹
に
藤
が
ま
と

わ
り
つ
い
て
い
る
と
、
断
言
し
て
い
う
が
き
っ
と
裁
判
沙
汰
に
巻
き
こ
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
。
人
の
足
を
ひ
っ
ぱ
り
互
い
に
争
い
な
が
ら
法
廷
に
入
る
。（
こ

う
な
る
の
は
）
た
だ
た
だ
よ
こ
し
ま
な
心
を
持
っ
た
盗
賊
が
（
藤
の
よ
う
に
）

絡
み
つ
い
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

三
一
、（�

原
文
）黄
泉
破
軍
若
有
塘
、必
主
小
児
落
水
亡
。

祿
存
有
廟
及
空
屋
、
必
主
陰
人
自
溢
當
。
��24

　
　
（�

訓
読
）
黄
泉
の
破
軍
に
若
し
塘
有
ら
ば
、必
ず

主
の
小
児　

水
に
落
ち
て
亡し

す
。
祿
存　

廟

及
び
空
屋
に
有
ら
ば
、
必
ず
主
の
陰
人　

自
ら
縊い
つ

當と
う

す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
の
）
黄
泉
の
破
軍
星
（
の
位
置
）
に
、
も
し
人
工
池
が
あ

る
な
ら
ば
、
必
ず
（
そ
の
）
家
の
幼
な
子
が
水
に
落
ち
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

禄
存
星
の
位
置
が
廟
や
空
き
部
屋
に
あ
た
る
な
ら
ば
、
必
ず
そ
の
家
の
婦
女
は

み
ず
か
ら
首
を
く
く
っ
て
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。

三
二
、（�

原
文
）小
屋
孤
峯
三
兩
交
、迭
迭
重
重
寡
婆
招
。

堕
胎

眼
此
中
出
。
説
與
時
師
仔
細
消
。

　
　
（�

訓
読
）
小
屋
に
孤
峯　

三
両
交
わ
ら
ば
、
迭て
つ

迭て
つ

重
ち
ょ
う

重ち
ょ
うと
し
て
寡
婆
を
招
く
。
堕
胎

眼
此

の
中
よ
り
出
ず
。
時
師
に
説せ
つ

與よ

す
れ
ば
仔
細
消
ゆ
。

（
通
釈
）
小
さ
な
家
に
ぽ
つ
ん
と
し
た
小
山
が
二
つ
三
つ
交
わ
っ
て
い
る
な
ら

ば
、
か
わ
る
が
わ
る
年
老
い
た
寡
婦
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
家
か
ら
流
産

す
る
人
、眼
の
不
自
由
な
人
を
だ
す
。
時
師
に
相
談
し
て
助
言
を
も
ら
え
れ
ば
、

細
か
い
災
い
は
消
せ
る
。

三
三
、（�

原
文
）停
喪
破
屋
在
面
前
、其
家
官
事
起
連
連
。

常
招
怪
物
門
庭
入
、
血
財
盡
死
又
瘟
纏
。
��25

　
　
（�

訓
読
）
停
喪
の
破
屋　

面
前
に
在
ら
ば
、
其

の
家　

官
事
起
こ
る
こ
と
連
連
た
り
。
常
に

怪
物
を
招
き
て
門
庭
に
入
る
。
血
財
盡
死
し
て
又
瘟　

纏
わ
る
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
遺
体
と
ど
め
た
あ
ば
ら
家
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
家

で
は
裁
判
沙
汰
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
お
こ
る
こ
と
に
な
る
。
常
に
奇
怪
な
も
の
を
門

庭
に
招
き
入
れ
る
。
血
脈
は
絶
え
て
財
産
は
尽
き
、
ま
た
流
行
病
い
が
ま
と
わ

り
つ
く
。



　112

三
四
、（�

原
文
）此
樹
人
家
忤
逆
眞
。其
家
兄
弟
打
合
論
。

子
罵
父
兮
天
道
滅
。
媳
欺
姑
媽
失
人
倫
。
��26

　
　
（�

訓
読
）
此
の
樹
あ
ら
ば
人
家
忤
逆　

眞
す
。

其
の
家
の
兄
弟
打
ち
て
合
論
す
。
子
は
父
を

罵の
の
しり
て
天
道
滅
ぶ
。
媳せ
き

は
姑こ

媽ぼ

を
欺
き
て
人
倫
を
失
す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
こ
の
よ
う
な
（
枝
分
か
れ
し
た
）
樹
木
が
あ
る
な
ら

ば
、（
そ
の
）
家
人
は
互
い
に
絶
え
ず
背
き
逆
ら
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
家
の

兄
弟
は
殴
り
あ
い
口
論
す
る
。
子
は
父
を
罵
っ
て
天
道
は
滅
び
る
。
嫁
は
姑
を

だ
ま
し
て
人
倫
を
失
っ
て
し
ま
う
。

三
五
、（�

原
文
）離
郷
之
樹
頭
向
外
、定
知
落
水
遭
徒
配
。

曲
背
蛇
腰

眼
人
。
小
鬼
入
家
驚
作
害
。
��27

　
　
（�

訓
読
）
離
郷
の
樹
頭
外
に
向
わ
ば
、
定
め
て

水
に
落
ち
て
徒
配
に
遭
わ
ん
こ
と
を
知
る
。

曲
背
蛇
腰　

か
つ

眼が
ん

の
人
あ
り
。
小
鬼
家
に
入
り
驚
か
し
て
害
を
作
す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
外
向
き
に
離
れ
て
い
く
よ
う
な
形
の
樹
が
あ
る
な
ら

ば
、
き
ま
っ
て
（
そ
の
家
人
は
）
水
に
落
ち
る
災
難
に
あ
い
、
徒
刑
配
流
の
憂

き
目
に
あ
う
よ
う
に
な
る
。（
そ
の
家
に
は
）
背
中
が
曲
が
る
人
、
腰
が
蛇
の

よ
う
に
曲
が
る
人
、
眼
の
不
自
由
な
人
が
で
て
く
る
。
小
鬼
が
家
に
入
り
、
家

人
を
驚
か
し
、
害
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。

三
六
、（�

原
文
）鬼
怪
之
樹
癰
腫
前
、盲
聾
暗
唖
癆
病
纏
。

婦
人
惹
怪
常
來
宅
。
偸
難
弄
犬
使
人
�
。
��28

　
　
（�

訓
読
）
鬼
怪
の
樹　

前
に
癰よ
う

腫し
ょ
うあ
ら
ば
、
盲も
う

聾
暗
唖
癆
病
纏
わ
る
。
婦
人
は
怪
を
惹ひ

き
て

常
に
宅
に
來
た
ら
し
む
。
偸と
う

鶏け
い

弄ろ
う

犬け
ん　

人
を
し
て
�
ぜ
し
む
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）こ
ぶ
が
前
面
に
あ
る
奇
怪
な
樹
木
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ

の
家
人
は
）眼
や
耳
、声
が
不
自
由
に
な
り
、肺
病
が
身
に
ま
つ
わ
り
つ
く
。（
そ

の
家
の
）
婦
人
は
奇
怪
な
も
の
を
常
に
家
に
ひ
き
こ
む
こ
と
に
な
る
。
野
良
鳥

や
飼
い
犬
が
ま
つ
わ
り
つ
き
、
家
人
を
顛
倒
さ
せ
る
。

三
七
、（�

原
文
）縊
頸
之
樹
藤
纏
上
、要
在
祿
存
方
上
見
、

婦
人
口
舌
攪
親
隣
。
遭
瘟
動
火
入
黄
泉
。
��29

　
　
（�

訓
読
）
縊
頸
の
樹
に
藤　

上
に
纏
わ
り
、
要こ
し

に
祿
存
在
り
て
方ま
さ

に
上
に
見
ば
、
婦
人
は
口

舌
あ
り
て
親
隣
を
攪み
だ

す
。
瘟
に
遭
い
火
を
動
か
し
て
黄
泉
に
入
る
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
上
部
に
藤
の
つ
る
が
に
ま
つ
わ
り
つ
き
、首
を
く
く
っ

た
よ
う
な
樹
が
あ
っ
て
、
そ
の
樹
の
腰
の
あ
た
り
に
見
上
げ
る
と
禄
存
星
の
形

が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
の
）
婦
人
は
口
論
が
た
え
ず
、
親
戚
隣
人
と
い
さ

か
い
を
お
こ
す
こ
と
に
な
る
。（
そ
の
家
人
は
）
流
行
病
い
に
か
か
り
、
火
災

を
お
こ
し
、
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
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三
八
、（�

原
文
）怪
樹
腫
頭
又
腫
腰
、姦
邪
淫
亂
小
鬼
妖
。

猫
鼠
猪
雞
并
作
怪
。
疾
病
癆
瘵
不
曾
饒
。
��30

　
　
（�

訓
読
）
怪
樹
に
腫
頭
あ
り
又
腫
腰
あ
ら
ば
、

姦
邪
淫
亂
に
し
て
小
鬼
妖
を
な
す
。
猫び
ょ
う
そ鼠
猪ち
ょ

雞け
い　

并な
ら

び
に
怪
を
作
す
。
疾
病
癆
瘵　

曾か
つ

て
饒い

え
ず
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
頭
に
瘤
、
腰
に
瘤
が
あ
る
よ
う
な
怪
樹
が
あ
る
な
ら

ば
、（
そ
の
家
人
は
）
邪
悪
で
淫
乱
に
な
り
、小
鬼
の
妖
気
に
あ
う
こ
と
に
な
る
。

猫
、
鼠
、
猪
、
鶏
ら
が
一
緒
に
な
っ
て
（
そ
の
家
に
）
奇
怪
な
こ
と
を
お
こ
す
。

（
家
人
は
）
疾
病
、
肺
病
に
な
り
、
決
し
て
治
る
こ
と
は
な
い
。

三
九
、（�

原
文
）空
心
大
樹
在
門
前
、婦
人
癆
病
叫
皇
天
。

萬
般
吃
藥
皆
無
效
。
除
了
之
時
禍
斷
根
。
��31

　
　
（�

訓
読
）
空
心
の
大
樹　

門
前
に
在
ら
ば
、
婦

人　

癆
病
あ
り
て
皇こ
う

天て
ん

に
叫
ぶ
。
萬
般
の
薬

を
吃き
っ

す
る
も
皆
效こ
う

無
し
。
除じ
ょ

了り
ょ
うの
時　

禍
い
は
根
を
斷
つ
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
空
洞
の
あ
る
大
樹
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
の
）

婦
人
は
肺
病
に
な
り
、（
苦
し
み
の
あ
ま
り
）
天
に
向
っ
て
叫
ぶ
こ
と
に
な
る
。

あ
ら
ゆ
る
薬
を
の
ん
で
み
て
も
い
ず
れ
も
効
き
目
が
な
い
。
そ
の
樹
を
切
り
倒

し
た
と
き
に
、
は
じ
め
て
そ
の
禍
い
の
根
源
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
〇
、（�

原
文
）妖
怪
之
樹
人
不
識
。文
曲
之
方
眞
不
吉
。

男
貪
淫
慾
女
貪
花
。
破
壊
風
聲
情
似
蜜
。
��32

　
　
（�

訓
読
）
妖
怪
の
樹　

人
識し

ら
ず
。
文
曲
の
方

な
ら
ば
眞
に
吉
な
ら
ず
。
男
は
淫
慾
を
貪
り

女
は
花
を
貪
る
。
風
聲
を
破
壊
し
て
情
は
蜜
に
似
た
り
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
あ
る
こ
の
樹
が
）
妖
怪
の
樹
か
ど
う
か
は
一
般
の
人
に

は
わ
か
ら
な
い
。こ
れ
が
文
曲
星
の
方
位
に
あ
る
の
は
ま
こ
と
に
不
吉
で
あ
る
。

（
家
の
）
男
性
は
淫
欲
を
む
さ
ぼ
り
、女
性
は
華
美
を
む
さ
ぼ
る
。（
そ
の
家
の
）

評
判
を
ぶ
ち
こ
わ
し
、（
よ
こ
し
ま
な
）
情
は
ま
る
で
蜜
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
だ
。

四
一
、（�

原
文
）腫
頭
之
樹
人
難
辨
、破
軍
方
位
不
可
見
。

生
離
外
死
不
思
歸
。
寡
母
涙
濕
香
腮
面
。

　
　
（�

訓
読
）
腫
頭
の
樹
は
人
辨
じ
難
し
。
破
軍
の

方
位
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
生
き
て
は
外
に
離

れ
、
死
し
て
は
歸
る
を
思
わ
ず
。
寡
母
は
涙
も
て
香こ
う

腮さ
い

の
面
を
濕し
め

ら
す
。

（
通
釈
）（
家
の
門
前
に
）
頭
に
瘤
が
あ
る
よ
う
な
樹
木
が
あ
っ
て
も
、
一
般
の

人
に
は
そ
れ
が
凶
だ
と
は
見
分
け
難
い
。（
こ
と
に
）破
軍
星
の
方
位
に
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。（
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
家
人
は
）
生
き
て
は
異
郷
に
離
れ

ば
な
れ
に
な
り
、
死
ん
で
は
家
に
帰
ろ
う
と
は
し
な
い
。
未
亡
人
は
か
ぐ
わ
し

い
顔
を
涙
で
ぬ
ら
す
こ
と
に
な
る
。
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四
二
、（�

原
文
）面
前
若
見
生
土
堆
、堕
胎
患
眼
也
難
開
。

寡
婦
少
亡
不
出
屋
。
盲
聾
暗
唖
又
生
災
。
��33

　
　
（�

訓
読
）
面
前
に
若
し
土
堆
を
生
ず
る
を
見
ば
、

堕
胎
し
眼
を
患
い
て
也ま

た
開
き
難
し
。
寡
婦

少
亡
あ
り
て
屋
を
出
で
ず
。
盲
聾
暗
唖
あ
り
て
又
災
い
を
生
ず
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
土
の
山
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
人
は
）
流

産
し
、
眼
を
わ
ず
ら
っ
て
も
う
開
か
な
く
な
る
。（
そ
の
家
に
は
）
寡
婦
や
若

死
す
る
人
が
で
て
、
家
か
ら
出
て
こ
な
く
な
る
。
眼
や
耳
、
口
の
不
自
由
な
人

が
で
て
、
ま
た
災
い
を
生
じ
る
よ
う
に
な
る
。

四
三
、（�

原
文
）門
前
水
路
捲
向
前
、家
中
淫
亂
不
堪
言
。

孤
寡
少
亡
傷
敗
事
。
家
中
動
火
又
瘟
纏
。
��34

　
　
（�

訓
読
）
門
前
の
水
路
捲ま

き
て
前
に
向
わ
ば
、

家
中
淫
亂
な
る
は
言
う
に
堪
え
ず
。
孤
寡
少

亡
あ
り
て
事
を
傷
敗
す
。
家
中
火
を
動
か
し
て
又
た
瘟
纏
わ
る
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
水
路
が
あ
り
、
前
方
に
捲
く
よ
う
な
形
で
流
れ
て
い

る
な
ら
ば
、
そ
の
家
中
の
人
は
皆
口
で
は
言
え
な
い
ほ
ど
淫
乱
に
な
る
。（
そ

の
家
で
は
）
孤
児
や
寡
婦
や
若
死
す
る
人
が
で
て
、
仕
事
に
失
敗
す
る
。
家
中

に
火
災
が
お
こ
り
、ま
た（
家
人
に
）流
行
病
い
が
ま
つ
わ
り
つ
く
こ
と
に
な
る
。

四
四
、（�

原
文
）門
前
若
見
此
尖
沙
、投
軍
做
賊
夜
行
家
。

出
人
眼
疾
忤
逆
有
。
兄
弟
分
居
餓
死
爺
。
��35

　
　
（�

訓
読
）
門
前
に
若
し
此
の
尖
沙
を
見
ば
、
投

軍
做さ
く

賊ぞ
く　

夜　

家
を
行
る
。
人
の
眼
疾
を
出

だ
し
て
忤
逆
有
り
。
兄
弟
分
居
し
て
爺や

を
餓
死
せ
し
む
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
こ
の
よ
う
な
先
の
鋭
い
砂
地
が
あ
る
な
ら
ば
、

（
そ
の
家
の
周
辺
で
は
）
夜
中
に
兵
士
や
盗
賊
が
う
ろ
つ
く
。（
そ
の
家
人
は
）

眼
の
病
に
か
か
り
、（
人
に
）
背
い
て
さ
か
ら
う
よ
う
に
な
る
。
兄
弟
は
別
々

に
住
み
、
老
い
た
父
を
餓
死
さ
せ
て
し
ま
う
。

四
五
、（�

原
文
）門
前
水
分
八
字
圖
、賣
盡
田
園
離
郷
土
。

淫
亂
其
家
不
用
媒
。
定
出
長
小
離
房
祖
。
��36

　
　
（�

訓
読
）
門
前
の
水　

八
字
の
圖
に
分
か
る
れ

ば
、田
園
を
賣
り
盡
く
し
て
郷
土
を
離
る
。
其

の
家
を
淫
亂
に
し
て
媒
を
用
い
ず
。定
め
て
長
小　

房
祖
を
離
る
る
を
出
だ
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
八
の
字
の
形
に
分
か
れ
て
流
れ
る
水
が
あ
る
な
ら
ば
、

田
畑
を
売
り
つ
く
し
、
郷
里
を
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
家
人
を
淫
乱
に
さ

せ
て
、
媒
酌
人
を
用
い
な
い
婚
姻
を
す
る
。（
家
人
は
）
き
っ
と
老
い
も
若
き

も
家
を
離
れ
、
祖
先
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
よ
う
に
な
る
。
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四
六
、（�

原
文
）若
有
此
塘
當
面
前
、代
代
癆
疾
不
堪
言
。

一
塘
便
斷
一
人
喪
。
何
寵
不
與
外
人
傳
。��37

　
　
（�

訓
読
）
若
し
此
の
塘
有
り
て
面
前
に
當
ら
ば
、

代
代
癆
疾
あ
り
て
言
う
に
堪
え
ず
。
一
塘
便

ち
一
人
の
喪
を
斷
つ
。
何
を
か
寵
し
て
外
人
に
傳
え
ざ
る
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
こ
の
よ
う
な
（
区
切
ら
れ
た
四
角
い
）
人
工

池
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
人
は
）
代
々
は
口
で
は
言
え
な
い
ひ
ど
い
肺
病

に
罹
る
。
ひ
と
つ
の
人
工
池
が
あ
る
ご
と
に
ひ
と
つ
の
命
が
た
た
れ
る
。
い
っ

た
い
何
を
ま
も
ろ
う
と
し
て
、
外
部
の
人
を
（
こ
の
池
で
）
遮
る
の
か
。

四
七
、（�

原
文
）明
堂
此
塘
在
面
前
、三
四
寡
婦
閙
暄
天
。

時
師
不
識
其
中
病
。
此
殺
名
為
喪
禍
源
。
��38

　
　
（�

訓
読
）
明
堂
に
此
の
塘　

面
前
に
在
ら
ば
、

三
四
の
寡
婦　

天
に
閙ど
う

暄け
ん

す
。
時
師
は
其
の

中
の
病
を
識し

ら
ず
。
此
の
殺　

名
づ
け
て
喪
禍
源
と
為
す
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
の
明
堂
に
こ
の
よ
う
な
人
工
池
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ

の
家
の
）
寡
婦
が
三
人
も
四
人
も
天
に
む
か
い
慟
哭
す
る
よ
う
に
な
る
。
時
師

で
す
ら
そ
う
し
た
配
置
が
（
そ
の
家
人
に
）
病
を
も
た
ら
す
こ
と
に
気
が
つ
か

な
い
。
こ
の
殺
は
名
づ
け
て
喪
禍
源
（
死
や
禍
の
源
）
と
い
う
の
で
あ
る
。

四
八
、（�

原
文
）大
城
左
右
不
朝
墳
、鐮
鈎
返
生
様
為
凶
。

孤
寡
徒
流
傷
敗
事
。
家
中
又
見
遭
時
瘟
。

　
　
（�

訓
読
）
大
城
の
左
右　

墳
に
朝
せ
ず
、
鐮
鈎
生

を
返
す
様
な
る
を
凶
と
為
す
。
孤
寡
徒
流
せ

ら
れ
て
事
を
傷
敗
す
。
家
中
又
た
時
瘟
に
遭
う
を
見
ん
。

（
通
釈
）
も
し
大
き
な
城
壁
の
左
右
が
墳
丘
に
む
か
い
あ
っ
て
お
ら
ず
、（
そ
の

墳
丘
が
）鎌
の
刃
先
の
よ
う
で
生
き
物
を
お
い
返
す
姿
な
ら
ば
、凶
で
あ
る
。（
そ

の
家
で
は
）
孤
児
、
寡
婦
を
だ
し
、
あ
る
い
は
徒
刑
配
流
さ
れ
、
物
事
に
失
敗

す
る
。
ま
た
家
中
の
人
が
流
行
病
い
に
罹
る
よ
う
に
な
る
。

四
九
、（�

原
文
）離
郷
迢
迢
是
此
路
、兒
孫
出
外
皆
發
富
。

若
然
直
去
不
圓
還
、
定
出
離
郷
不
歸
屋
。
��39

　
　
（�

訓
読
）
郷
を
離
れ
て
迢
ち
ょ
う

迢ち
ょ
うと
し
て
是
れ
此こ

の

路
あ
ら
ば
、
兒
孫
外
に
出
で
皆　

富
を
發
す
。

然
く
の
若
く
直
去
し
て
圓
還
せ
ざ
れ
ば
、定
め
て
郷
を
出
離
し
て
屋
に
歸
ら
ず
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
に
）
こ
の
よ
う
に
郷
里
を
離
れ
て
は
る
か
遠
く
へ

続
く
路
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
の
）
子
孫
は
外
郷
に
出
て
富
を
築
く
こ
と

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
た
だ
去
っ
て
環
状
で
な
い
路
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の

家
人
は
）
き
ま
っ
て
郷
里
を
離
れ
た
ま
ま
家
に
帰
っ
て
こ
な
い
。
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五
〇
、（�

原
文
）門
前
有
路
川
字
行
、破
財
年
年
官
事
興
。

若
然
直
射
見
明
堂
、
三
箭
三
男
死
却
身
。
��40

　
　
（�

訓
読
）
門
前
に
路
有
り
て
川
字
に
行
ら
ば
、財

を
破
り
年
年
官
事
興お
こ

る
。
然か

く
の
若
く
直
射

し
て
明
堂
を
見
ば
、
三
男
を
三
箭
し
て
身
を
死
却
す
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
川
の
字
形
を
し
た
三
本
の
路
が
あ
る
な
ら
ば
、

（
そ
の
家
人
は
）
財
産
を
失
い
、
毎
年
裁
判
沙
汰
が
お
こ
る
。
こ
の
よ
う
に
直

進
し
て
明
堂
を
射
か
け
る
よ
う
な
形
が
あ
る
な
ら
ば
、
三
本
の
矢
が
（
そ
の
家

の
）
三
人
の
男
性
を
射
て
、
そ
の
身
を
死
に
お
い
や
る
こ
と
に
な
る
。

五
一
、（�

原
文
）
當
面
若
行
元
字
路
、
其
家
財
穀
多
無
数
。

面
前
恰
似
蚯
蚓
行
、
定
出
癆
瘵
病
多
苦
。
��41

　
　
（�

訓
読
）
當
面
に
若
し
元
字
の
路
行
ら
ば
、
其

の
家
の
財
穀
多
き
こ
と
無
数
た
り
。
面
前
に

恰
も
蚯
き
ゅ
う
い
ん
蚓
の
行
く
に
似
た
れ
ば
、
定
め
て
癆ろ
う

瘵さ
い

を
出い

だ
し
て
病
し
て
苦
し
き
こ

と
多
し
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
元
の
字
形
を
し
た
路
が
め
ぐ
っ
て
い
る
な
ら
ば
、

そ
の
家
の
財
産
、
穀
物
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
多
く
貯
ま
る
。（
家
の
）
門
前

に
あ
た
か
も
ミ
ミ
ズ
が
進
ん
で
い
く
の
に
似
た
路
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家

は
）
き
ま
っ
て
肺
病
を
わ
ず
ら
い
、
病
が
重
く
苦
し
む
こ
と
が
多
い
。

五
二
、（�

原
文
）若
見
此
路
在
門
前
、自
縊
弔
頸
事
干
連
。

欲
弔
不
弔
是
此
路
。
術
者
只
要
細
推
玩
。

　
　
（�

訓
読
）
若
し
此
の
路　

門
前
に
在
る
を
見
ば
、

自
ら
頸く
び

を
縊い
つ

弔ち
ょ
うす
る
の
事
干か
ん

連れ
ん

す
。
弔
ち
ょ
う

せ
ん

と
欲
す
る
も
弔
せ
ざ
る
は
是
れ
此こ

の
路
な
り
。
術
者
は
只た

だ
細
か
く
推す
い

玩が
ん

せ
ん

こ
と
を
要
す
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
に
）
こ
の
よ
う
な
路
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
人
は
）

自
ら
首
を
く
く
る
よ
う
な
事
件
が
連
続
し
て
起
こ
る
。（
家
人
が
）
首
を
つ
ろ

う
と
し
て
つ
り
き
れ
な
い
の
は
、（
家
の
門
前
に
）こ
の
路
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

占
術
者
は
こ
の
点
を
細
か
く
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

五
三
、（�

原
文
）
若
見
田

如
此
様
、
斷
定
自
縊
弔
高
梁
。

必
然
外
死

屍
轉
。
孰
知
、
因
此
死
他
郷
。

　
　
（�

訓
読
）
若
し
田
　
で
ん
し
ょ
う

此か

く
の
如
き
様
を
見
ば
、

斷
定
し
て
自
ら
高
梁
に
縊
弔
す
。
必
然
に
し
て

外
死
し
て
屍
し
か
ば
ねを

ぎ
て
轉て
ん

ず
。
孰た
れ

か
知
ら
ん
、此
れ
に
因
り
て
他
郷
に
死
す
る
を
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
門
前
に
）
こ
の
よ
う
な
形
の
田
の
畝
が
あ
る
な
ら
ば
、

断
言
し
て
い
う
が
、（
そ
の
家
人
は
）
み
ず
か
ら
高
い
梁
に
首
を
く
く
る
。（
家

人
は
）
必
ず
外
地
で
客
死
し
て
、
そ
の
屍
は
か
つ
が
れ
て
家
に
戻
る
こ
と
に
な

る
。
誰
が
知
ろ
う
か
、
こ
れ
が
原
因
で
他
郷
に
死
ぬ
こ
と
に
な
る
の
を
。
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五
四
、（�

原
文
）門
前
若
有
此
寒
林
、年
年
瘟
疾
事
相
臨
。

又
主
怪
物
入
門
戸
。
斷
他
年
年
細
推
論
。
��42

　
　
（�

訓
読
）
門
前
に
若
し
此
の
寒
林
有
ら
ば
、
年

年
瘟
疾
の
事
に
相
い
臨
む
。
又
主
の
怪
物　

門
戸
に
入
る
。
他
を
斷
じ
て
年
年　

細
か
く
推
論
せ
よ
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
こ
の
よ
う
な
寒
々
と
し
た
林
が
あ
る
な
ら
ば
、

毎
年
流
行
病
い
に
罹
患
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
主
人
に
と
り
つ
い
た
怪
物

が
門
戸
よ
り
入
っ
て
く
る
。
そ
の
動
向
を
占
断
し
て
毎
年
細
か
く
推
論
せ
よ
。

五
五
、（�

原
文
）前
面
水
路
及
返
飛
、定
主
退
妾
又
離
妻
。

瘸
跛
孤
児
随
母
嫁
。
順
水
淫
亂
主
生
離
。
��43

　
　
（�

訓
読
）
前
面
に
水
路
あ
り
て
返
飛
を
及
ぼ
さ

ば
、
定
め
て
主
は
妾
を
退
け
又
妻
を
離
す
。

瘸か

跛は

の
孤
児
は
母
に
随
い
て
嫁か

す
。
順
水
な
ら
ば
淫
亂
に
し
て
主
は
生
き
な
が

ら
離
る
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
反
り
返
っ
て
（
離
れ
て
い
く
よ
う
な
）
水
路
が
あ
る

な
ら
ば
、
き
ま
っ
て
（
そ
の
家
の
）
主
人
は
妾
を
追
い
出
し
、
妻
と
離
縁
す
る
。

脚
の
不
自
由
な
孤
児
は
母
に
連
れ
ら
れ
て
嫁
ぐ
こ
と
に
な
る
。
流
れ
去
る
水
で

あ
れ
ば
、（
家
人
は
）
淫
乱
と
な
り
、（
そ
の
家
の
）
主
人
は
妻
子
と
生
き
別
れ

に
な
る
。

五
六
、（�

原
文
）門
前
有
路
是
火
字
、兩
邉
有
塘
年
少
死
。

斷
就
其
家
連
涙
哭
。
歳
殺
加
臨
災
禍
至
。
��44

　
　
（�

訓
読
）
門
前
に
路
有
り
是
れ
火
字
に
し
て
、兩

邉
に
塘
有
ら
ば
、
年
少わ
か

く
し
て
死
す
。
斷
じ

て
其
の
家
に
就
き
て
涙
哭
を
連
ぬ
。
歳
殺
加
臨
し
て
災
禍
至
る
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
二
ま
た
に
わ
か
れ
た
路
の
両
側
に
ま
る
い
人
工
池
が

あ
り
、
そ
れ
ら
が
火
字
の
よ
う
な
形
で
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家
で
は
）
年
若

く
し
て
死
ぬ
人
が
で
る
。
断
言
し
て
い
う
が
、
そ
の
家
で
は
涙
に
く
れ
る
こ
と

が
連
続
し
て
お
こ
る
。
さ
ら
に
歳
殺
の
禍
い
が
加
わ
っ
て
、
災
禍
が
ふ
り
か
か

る
よ
う
に
な
る
。

五
七
、（�

原
文
）前
有
塘
兮
後
有
塘
、兒
孫
代
代
少
年
亡
。

後
塘
急
用
泥
�
起
、
免
得
其
後
受
禍
殃
。��45

　
　
（�

訓
読
）
前
に
塘
有
り
後
に
塘
有
ら
ば
、
兒
孫

代
代
少
年
に
し
て
亡
す
。
後
の
塘　

急
ぎ
泥

を
用
い
て
�
起
せ
ば
、
其
の
後　

禍
殃
を
受
く
る
を
免
れ
得
ん
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
前
に
も
後
ろ
に
も
人
工
池
が
あ
る
な
ら
ば
、（
そ
の
家

の
）
子
孫
は
代
々
少
年
の
う
ち
に
死
ぬ
こ
と
に
な
る
。
後
ろ
の
人
工
池
を
い
そ

い
で
泥
を
用
い
て
埋
め
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
後
は
（
家
人
が
）
禍
い
を
受
け

る
こ
と
か
ら
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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五
八
、（�

原
文
）此
屋
門
前
有
大
堆
、住
此
房
内
主
堕
胎
。

更
兼
眼
疾
年
年
有
。
火
發
加
臨
更
惹
災
。��46

　
　
（�

訓
読
）
此
の
屋
の
門
前
に
大
堆
有
ら
ば
、
此

の
房
内
に
住
す
る
主
は
堕
胎
す
。
更
に
兼
ね

て
眼
疾　

年
年
有
り
。
火
發　

加
臨
し
て
更
に
災
い
を
惹お
こ

す
。

（
通
釈
）
こ
の
よ
う
に
家
の
門
前
に
眼
球
の
よ
う
な
形
を
し
た
ふ
た
つ
の
盛
土

が
あ
れ
ば
、
こ
の
家
に
住
む
家
人
は
流
産
す
る
。
さ
ら
に
あ
わ
せ
て
眼
の
病
が

毎
年
お
き
る
。
火
難
が
加
え
て
ふ
り
か
か
り
、
さ
ら
に
災
い
を
惹
き
お
こ
す
こ

と
に
な
る
。

五
九
、（�

原
文
）此
屋
門
前
兩
口
塘
、為
人
哭
泣
此
明
堂
。

更
主
人
家
常
疾
病
。
災
瘟
動
火
事
干
連
。��47

　
　
（�

訓
読
）
此
の
屋
の
門
前
に
兩
口
の
塘
あ
ら
ば
、

人
を
し
て
此
の
明
堂
に
哭
泣
せ
し
む
。
更
に

主
人
の
家　

常
に
疾
病
あ
り
。
災
瘟
動
火
の
事　

干
連
す
。

（
通
釈
）
こ
の
よ
う
に
家
の
門
前
に
ふ
た
つ
の
人
工
池
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の

家
の
人
を
（
門
前
の
）
明
堂
で
哭
泣
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
お
こ
る
。
さ
ら
に

そ
の
家
の
人
々
は
常
に
疾
病
を
わ
ず
ら
う
。（
そ
の
家
で
は
）災
禍
や
流
行
病
い
、

火
災
に
か
か
わ
る
事
件
が
連
続
す
る
。

六
〇
、（�

原
文
）此
屋
若
有
大
路
冲
、定
主
家
中
無
老
公
。

殘
疾
之
人
眞
是
有
。
名
為
暗
箭
射
人
凶
。��48

　
　
（�

訓
読
）
此
の
屋　

若
し
大
路
の
冲あ

た
る
有
ら

ば
、
定
め
て
主
の
家
中　

老
公
無
か
ら
ん
。
殘

疾
の
人　

眞
に
是
れ
有
り
。
名
づ
け
て
暗
箭
射
人
の
凶
と
為
す
。

（
通
釈
）
も
し
こ
の
よ
う
に
家
（
の
門
前
）
に
大
き
な
路
が
つ
き
あ
た
っ
て
い

る
な
ら
ば
、
き
ま
っ
て
（
そ
の
）
家
に
は
老
人
が
い
な
い
。（
そ
の
家
に
は
）

傷
害
者
や
病
人
が
ま
こ
と
に
多
い
。
こ
れ
を
暗
箭
射
人
の
凶
（
ど
こ
か
ら
と
ん

で
く
る
か
わ
か
ら
な
い
矢
が
人
を
射
る
凶
）
と
名
づ
け
る
。

六
一
、（�

原
文
）門
前
若
見
有
小
屋
、官
事
臨
門
來
得
速
。

便
見
何
年
凶
禍
生
。
歳
煞
加
臨
災
更
毒
。

　
　
（�

訓
読
）
門
前
に
若
し
小
屋
有
る
を
見
ば
、
官

事　

門
に
臨
み
て
來
た
る
こ
と
速
か
な
る
を
得

ん
。
便
ち
何い
づ

れ
の
年
に
か
凶
禍
の
生
ず
る
を
見
ん
。
歳さ
い

煞さ
つ

加
臨
し
て
災
い　

更

に
毒は
げ

し
。

（
通
釈
）
も
し
（
家
の
）
門
前
に
小
屋
が
あ
れ
ば
、（
そ
の
家
に
は
）
裁
判
沙
汰

に
な
る
事
が
速
や
か
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
。
何
年
か
先
に
は
（
そ
の
家
に
）

凶
禍
が
ふ
り
か
か
る
目
に
あ
う
。
歳
殺
の
災
い
が
加
わ
る
と
、
そ
の
災
禍
は
さ

ら
に
ひ
ど
い
も
の
と
な
る
。
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六
二
、（�

原
文
）此
屋
若
在
大
樹
下
、孤
寡
人
丁
斷
不
差
。

招
郎
乞
子
家
中
有
。
瘟

怪
物
定
交
加
。
��49

　
　
（�

訓
読
）
此
の
屋　

若
し
大
樹
の
下
に
在
ら
ば
、

孤
寡
の
人
丁
あ
る
は
斷
じ
て
差
わ
ず
。
招
郎

乞
子　

家
中
に
有
り
。
瘟

怪
物　

定
め
て
交
加
す
。

（
通
釈
）
も
し
こ
の
よ
う
に
家
が
大
樹
の
下
に
あ
る
な
ら
ば
、
断
言
し
て
い
う

が
、（
そ
の
家
に
）
孤
児
、
寡
婦
が
で
て
く
る
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
家
中
に

は
入
婿
や
養
子
が
い
る
こ
と
に
あ
る
。（
そ
の
家
人
は
）
流
行
病
い
や
黄
疸
が
、

さ
ら
に
怪
物
が
き
ま
っ
て
か
わ
る
が
わ
る
襲
っ
て
く
る
。

六
三
、（�

原
文
）
小
石
當
門
多
磊
落
、
其
家
説
鬼
時
時
着
。

小
口
驚
嚇
不
須
言
。
氣
絶
聾
唖
人
難
覚
。��50

　
　
（�

訓
読
）
小
石　

門
に
當
た
り
て
多
く
磊ら
い

落ら
く

す

れ
ば
、
其
の
家
は
説
鬼　

時
時
に
着
く
。
小

口
驚
き
ょ
う
嚇か
く

す
る
こ
と
言
を
須
た
ず
。
氣
絶
聾
唖
の
人
あ
り
、
覚
り
難
し
。

（
通
釈
）（
家
の
）
門
前
に
多
く
の
小
石
が
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て
い
る
と
、
そ
の

家
で
は
い
つ
も
鬼
に
ま
つ
わ
る
奇
怪
な
こ
と
に
と
り
つ
か
れ
る
。
ち
い
さ
な
子

供
が
驚
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。（
家
で
は
）
気
絶
す
る
人
、
耳
や
口
が

不
自
由
な
人
が
で
て
く
る
が
、（
一
般
人
は
そ
れ
に
原
因
が
あ
る
こ
と
に
）
気

づ
く
こ
と
は
難
し
い
。

六
四
、（�

原
文
）
此
個
人
家
品
字
様
、
讀
書
作
館
起
家
荘
。

人
財
大
旺
添
田
地
。
貴
子
聲
名
達
帝
郷
。��51

　
　
（�

訓
読
）
此
の
個
の
人
家　

品
字
の
様
な
れ
ば
、

書
を
讀
み
館
を
作
り
家
を
起
こ
し
て
荘
ん
な

ら
ん
。
人
財
大
い
に
旺さ
か

ん
に
し
て
田
地
を
添
う
。
貴
子
の
聲
名
は
帝
郷
に
達
す
。

（
通
釈
）
こ
の
よ
う
に
品
の
字
の
形
に
人
家
が
配
置
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、（
そ

の
家
は
）
読
書
家
を
輩
出
し
、
そ
の
た
め
の
学
館
を
つ
く
り
、
家
を
お
こ
し
て

さ
か
ん
と
な
る
。
家
人
も
財
産
も
お
お
い
に
増
え
、
田
畑
も
増
し
広
が
る
こ
と

に
な
る
。
貴
い
子
孫
の
名
声
は
帝
都
に
ま
で
達
す
る
よ
う
に
な
る
。

お
わ
り
に

本
稿
に
収
録
し
た
「
陽
宅
外
形
吉
凶
圖
説
」（
続
）
は
、
お
も
に
住
宅
と
そ

の
門
前
に
あ
る
樹
木
、
人
工
池
、
水
流
、
山
砂
な
ど
と
の
関
係
に
よ
っ
て
、
住

宅
の
吉
凶
を
占
断
し
た
も
の
で
あ
る
。全
部
で
六
四
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
凶
で
あ
り
、
住
宅
の
周
辺
環
境
に
関
す
る
禁
忌
が
記
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
六
四
の
事
例
の
中
で
は
、
と
く
に
門
前
の
樹
木
、
山
水
、
道
路
の
形
状

と
配
置
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
門
前
に
あ
る
「
樹
木
の
形
状
」
の
事
例
が
目
立
っ
て
多
い
。
二
本
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の
同
等
の
樹
（
九
）、
水
辺
に
倒
れ
垂
れ
下
が
っ
た
竹
木
（
二
六
）、
独
樹

（
一
八
、二
七
、二
八
）、
妖
怪
の
樹
（
四
〇
）、
藤
が
か
ら
ん
だ
樹
（
三
七
）、
離

郷
の
樹
（
三
五
）、
腫
頭
の
樹
（
四
一
）、
腫
が
あ
る
鬼
怪
の
樹
（
三
六
）、
腫

の
あ
る
怪
樹
（
三
八
）、
空
心
大
樹
（
三
九
）、
寒
林
（
五
四
）、
大
樹
（
六
二
）

な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
住
宅
に
と
っ
て
凶
と
さ
れ
て
い
る
。

門
前
に
樹
木
が
あ
れ
ば
、居
宅
の
日
照
や
風
通
し
を
妨
げ
る
可
能
性
が
あ
る
。

あ
る
い
は
根
を
張
っ
て
居
宅
に
影
響
を
与
え
る
な
ど
の
被
害
も
あ
ろ
う
。
け
れ

ど
も
こ
れ
ら
の
樹
木
が
凶
と
さ
れ
た
の
は
、
そ
う
し
た
実
用
的
な
側
面
か
ら
凶

と
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
心
理
的
な
側
面
に
も
と
づ
く
も
の
が
多
い
と

推
測
さ
れ
る
。
門
前
に
奇
怪
な
形
状
の
樹
木
が
あ
る
な
ら
ば
家
人
は
そ
れ
を

日
々
、眼
に
す
る
こ
と
に
な
る
。気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
家
人
に
不
吉
な
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
心
に
留
め
置
か
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
そ
の
家
に
不
吉
な
で
き
ご
と
を

も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ひ
と
つ
の
事
象
が
似
通
っ
た
別
の

事
象
を
引
き
起
こ
す
、
と
い
う
類
感
呪
術
的
思
考
が
、
そ
の
背
後
に
見
て
と
れ

る
。次

に
、「
門
前
に
あ
る
山
の
形
状
」
の
事
例
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

東
の
二
山
（
二
）、
西
の
二
山
（
三
）、
廉
貞
星
の
形
の
山
（
四
）、
破
軍
星

の
形
の
山
（
五
）、
文
曲
星
の
形
の
山
（
六
）、
禄
存
星
の
形
の
山
（
二
二
）、

鵞
頸
鴨
頸
の
山
（
一
四
）、
三
、四
尖
の
山
（
一
五
）、
三
角
の
山
（
一
六
）、
人

舞
の
山
（
二
〇
）、牛
軛
の
山
（
二
三
）、拖
尸
の
山
（
二
四
）、蜓
蚰
の
山
（
二
五
）

な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
そ
の
住
宅
に
凶
を
も
た
ら
す
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

も
門
前
に
あ
る
山
の
形
状
の
不
吉
な
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
家
人
の
心
理
に
影
響
を

与
え
、
不
幸
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、「
門
前
に
あ
る
路
」の
形
状
に
も
注
目
し
て
い
る
。
路
衝
、路
直（
六
〇
）

の
よ
う
に
、
道
路
が
門
に
向
か
っ
て
い
る
居
宅
は
凶
宅
と
さ
れ
る
。
外
敵
や
悪

霊
な
ど
の
侵
入
を
受
け
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
代
で

も
こ
う
し
た
居
宅
は
車
に
衝
突
さ
れ
や
す
い
危
険
な
居
宅
で
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
経
験
則
に
も
と
づ
い
て
凶
と
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。一

方
で
川
字
路
（
五
〇
）、
元
字
路
（
五
一
）、
人
の
形
の
路
と
二
つ
の
塘
の

火
字
路
（
五
六
）
な
ど
は
路
の
形
に
似
た
字
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
か
ら
吉
凶
を
論

じ
て
い
る
ふ
し
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
は
住
宅
の
周
囲
の
環
境
に
深
い
関
心
を
寄

せ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
周
囲
の
環
境
条
件
と
し
て
は
、
日
当
た
り
や

風
の
流
れ
、
水
の
利
用
な
ど
の
実
用
的
な
側
面
も
考
慮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
一
方
で
樹
木
や
山
川
、
道
路
、
池
塘
な
ど
の
形
状
や
配
置
が
重
視
さ
れ
た
。

住
宅
周
囲
の
樹
木
や
山
川
な
ど
の
形
状
や
配
置
は
、
そ
の
住
宅
に
住
む
家
人
の

心
身
な
ど
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
る
も
の
と
さ
れ
、
住
宅
周
囲

の
環
境
を
判
断
す
る
重
要
な
要
件
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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註

　
『
陽
宅
十
書
』
訳
注
Ⅰ
は
「
人
文
学
論
集　

第
26
集
」（
大
阪
府
立
大
学　

人

文
学
会　

二
〇
〇
八
）、『
陽
宅
十
書
』
訳
注
Ⅱ
は
「
人
文
学
論
集　

第
27
集
」（
大

阪
府
立
大
学　

人
文
学
会　

二
〇
〇
九
）
に
収
録
。

１　

�

清�

陳
夢
雷
編
『
古
今
圖
書
集
成
』（
鼎
文
書
局　

一
九
七
七
）
の
博
物
彙

編　

藝
術
典　

第
六
七
四
巻　

堪
輿
部
所
収
の
『
陽
宅
十
書
』
を
底
本
と

し
た
。

２　

�『
五
車
抜
錦
』
は
『
新
鍥
全
補
天
下
四
民
利
用
便
觀
五
車
抜
錦
』
の
略

称
あ
る
。
東
京
大
學
東
洋
文
化
研
究
所
の
仁
井
田
文
庫
に
明
代
の
萬
曆

二
十
五
年�

（
一
五
九
七
）刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
印
本
は『
五

車
抜
錦
』（
監
修　

酒
井
忠
夫
、
編
者　

坂
出
祥
伸
・
小
川
陽
一
『
中
國

日
用
類
書
集
成
』
第
一
巻
、
第
二
巻　

汲
古
書
院　

一
九
九
九
）
に
収
録

さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
引
用
に
際
し
て
は
「
五
車
」
と
略
記
す
る
。

３　

�

こ
の
条
の
み
字
数
が
二
十
八
文
字
を
越
え
て
い
る
。「
逆
水
為
吉
出
人
狡

猾
。
順
水
為
凶
換
姓
過
活
。」
の
部
分
は
お
そ
ら
く
十
二
条
の
「
逆
水
廉

貞
為
谷
将
。
順
水
廉
貞
是
退
神
。
又
名
喚
作
訟
詞
筆
。
出
人
狡
猾
不
堪
云
」

の
一
部
な
ど
が
誤
っ
て
混
入
し
た
も
の
で
、
衍
文
で
あ
ろ
う
。

　
　

�「
五
車
」　

青
龍
若
有
二
山
随
、
其
家
養
女
被
人
迷
。
招
郎
義
子
其
家
有
。

不
出
軍
時
匠
賊
随
。
逆
水
為
吉
。
出
人
狡
猾
。
順
水
為
凶
。
換
姓

活
。

　

４　

�「
五
車
」
白
虎
若
見
二
山
随
、
定
教
媳
婦
被
人
迷
。
二
姓
之
人
来
合
話
、

忤
逆
人
家
媳
罵
姑
。

５　

�「
五
車
」
若
見
明
堂
似
廉
貞
、
断
定
眼
疾
少
光
明
。
家
生
氣
疾
虚
勞
死
。

将
来
致
死
入
門
庭
。

６　

�「
五
車
」
明
堂
形
似
破
軍
星
、
不
出
軍
兮
出
匠
真
。
扛
屍
外
死
家
退
落
。

孤
寡
臨
門
二
姓
人
。

７　

�「
五
車
」
文
曲
明
堂
在
面
前
、
男
女
風
声
此
處
生
。
男
少
女
多
真
不
吉
。

招
郎
納
婿

浮
生
。

８　

�「
五
車
」
此
樹
門
前
人
不
知
、
家
招
寡
母
哭
聲
悲
。
二
姓
同
居
招
女
婿
、

血
財
損
盡
又
瘟
迷
。

９　

�「
五
車
」
面
前
若
有
兩
等
樹
、
斷
定
二
姓
同
居
住
。
大
富
之
家
招
二
妻
。

孤
翁
寡
母
涙
沾
衣
。

10　

�「
五
車
」
面
前
凶
沙
若
有
此
、
左
火
尖
來
兄
必
死
。
右
火
冲
身
弟
必
亡
。

當
面
尖
射
中
死
是
。

11　

��

「
五
車
」
門
前
三
塘
及
二
塘
、
必
啼
孤
子
寡
母
嫁
。
断
出
其
家
真
禍
福
。

小
児
落
水
泪
汪
汪
。

12　
�「

五
車
」
逆
水
廉
貞
為
谷
将
。
順
水
廉
貞
是
退
神
。
又
名
換
作
詞
訴
筆
。

出
人
狡
猾
不
堪
論
。

13　

�「
五
車
」
若
見
鵞
頸
鴨
頸
前
、
淫
亂
傳
風
声
處
處
。
孤
寡
少
年
不
出
屋
。

男
跏
女
跛
不
堪
言
。
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14　
�「

五
車
」
明
堂
三
尖
并
四
尖
、
断
他
致
死
禍
淹
淹
。
定
出
気
疾
及
患
眼
。

更
兼
脚
疾
甚
難
痊
。

15　

�「
五
車
」
若
見
明
堂
三
個
角
、

眼
兒
孫
因
此
著
。
單
傳
人
口
少
亡
多
。

気
痛
其
家
常
不
歇
。

16　

�「
五
車
」
明
堂
返
轉
似
裙
頭
、
家
中
淫
亂
不
知
羞
。
孤
寡
少
亡
端
的
有
。

瘟

麻
痘
染
時
流
。

17　

�「
五
車
」
独
樹
孤
峯
如
頂
笠
、
僧
道
尼
姑
從
此
出
。
定
主
瘟
疾
眼
無
光
。

忤
逆
闘
争
事
不
一
。

18　

�「
五
車
」
面
前
退
神
挿
明
塘
、
代
代
兒
孫
主
少
亡
。
順
水
田
園
都
賣
尽
。

家
中
縦
好
也
徒
然
。

19　

�「
五
車
」
面
前
一
山
如
人
舞
、
家
中
定
出
風

癲
子
。
時
常
妖
怪
入
家
門
。

手
足
之
災
定
不
瘥
。

20　

�「
五
車
」
拖
尸
之
山
如
此
様
、
勧
君
子
細
看
形
相
。
縊
頸
之
山
白
路
行
、

時
師
法
術
要
消
詳
。

21　

�「
五
車
」
竹
木
垂
倒
水
辺
、
落
水
其
山
子
断
著
。
小
児
落
水
不
堪
言
。
更

兼
瘟
火
発
酒
顛
。

22　

��

「
五
車
」
獨
樹
兩
枝
冲
上
天
、
牽
連
官
事
苦
憂
煎
。
断
他
年
月
無
移
改
、

坐
向
官
主
細
推
言
。

23　

�「
五
車
」
独
樹
生
来
无
破
相
、
必
定
換
妻
孤
寡
真
。
孤
神
寡
宿
甚
分
明
。

无
兒
無
女
妙
通
神
。

24　

�「
五
車
」
黄
泉
破
軍
若
有
塘
、
必
主
小
児
落
水
亡
。
祿
存
在
廟
及
空
屋
、

必
主
険
人
自
溢
當
。

25　

�「
五
車
」
停
喪
破
屋
在
面
前
、
其
家
官
事
起
連
連
。
常
招
怪
物
門
庭
入
、

血
財
盡
死
起
瘟
纏
。

26　

�「
五
車
」
此
樹
人
家
作
忤
逆
（
在
）。
其
中
兄
弟
打
相
論
。
子
罵
父
兮
天
道

威
。
憾
媳
欺
姑
失
人
倫
。

27　

�「
五
車
」
離
郷
之
樹
頭
向
外
、
定
主
落
水
遭
徒
配
。
曲
背
蛇
腰

眼
人
。

小
鬼
入
家
驚
作
害
。

28　

�「
五
車
」
鬼
怪
之
樹
癰
腫
前
、
盲
聾
暗
唖
癆
病
纏
。
婦
人
惹
怪
常
来
宅
。

偸
難
弄
犬
使
人
顛
。

29　

�「
五
車
」
縊
頸
之
樹
藤
纏
上
、
要

祿
存
方
上
見
、
婦
人
口
舌
瘟
親
隣
。

遭
瘟
動
火
入
黄
泉
。

30　

�「
五
車
」
怪
樹
腫
頭
又
腫
腰
、
姦
邪
淫
亂
小
鬼
妖
。
猫
鼠
猪
雞
并
作
怪
。

疾
病
癆
瘵
不
曾
饒
。

31　

�「
五
車
」
空
心
大
樹
在
門
前
、
婦
人
癆
病
叫
皇
天
。
千
般
吃
薬
皆
无
效
。

除
了
之
時
禍
断
根
。

32　
�「

五
車
」
妖
怪
之
樹
人
不
識
。
文
曲
之
方
真
不
吉
。
男
貪
淫
慾
女
貪
花
。

破
壊
風
声
情
似
蜜
。

33　

�「
五
車
」
面
前
若
見
生
土
堆
、
堕
胎
患
眼
也
難
當
。
寡
婦
少
亡
不
出
屋
。

盲
聾
暗
唖
又
生

。
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34　
�「

五
車
」
門
前
水
路
捲
向
前
、
家
中
淫
亂
不
堪
言
。
孤
寡
少
亡
傷
敗
事
。

家
中
動
火
又
瘟
纏
。

35　

�「
五
車
」
門
前
若
見
此
尖
沙
、
投
軍
做
賊
夜
行
家
。
出
人
忤
逆
眼
疾
有
。

兄
弟
分
居
餓
死
爺
。

36　

�「
五
車
」
門
前
水
分
八
字
圖
、
賣
盡
田
園
離
郷
土
。
淫
亂
其
家
不
用
媒
。

定
出
長
小
房
離
相
。

37　

�「
五
車
」
若
有
此
塘
在
面
前
、
代
代
癆
瘵
疾
不
堪
言
。
一
塘
便
断
一
人
喪
。

何
労
不
與
外
人
傳
。

38　

�「
五
車
」
明
堂
此
塘
在
面
前
、
三
四
寡
婦
閙
暄
天
。
時
師
不
識
其
中
病
。

此
殺
便
為
喪
禍
源
。

39　

�「
五
車
」
離
郷
迢
迢
是
此
路
、
兒
孫
出
外
皆
発
福
。
若
然
直
去
不

還
、

定
主
離
郷
不
歸
屋
。

40　

�「
五
車
」
門
前
有
路
川
字
形
、
被
財
年
年
公
事
興
。
若
然
直
射
見
明
堂
、

三
箭
三
男
死
却
身
。

41　

�「
五
車
」
當
面
君
行
玄
字
路
、
其
家
財
谷
多
无
数
。
面
前
恰
似
蚯
蚓
形
、

定
出
癆
瘵
病
多
苦
。

42　

�「
五
車
」
門
前
若
有
此
寒
林
、
年
年
瘟
疾
事
相
臨
。
又
主
怪
物
入
門
戸
。

断
他
年
月
細
推
論
。

43　

�「
五
車
」
前
面
水
路
及
返
飛
、
定
主
退
妾
又
離
妻
。
跏
跛
孩
児
随
母
嫁
。

順
水
淫
亂
主
生
離
。

44　

�「
五
車
」
門
前
有
路
似
火
字
、
兩
邉
有
塘
年
少
死
。
就
断
其
家
連
涙
哭
。

歳
殺
加
臨

至
。

45　

�「
五
車
」
前
有
塘
兮
後
有
塘
、
兒
孫
代
代
主
少
亡
。
後
塘
急
用
泥
填
起
、

免
得
其
家

忠
殃
。

46　

�「
五
車
」
此
屋
門
前
有
大
堆
、
此
住
房
内
主
堕
胎
。
更
兼
眼
疾
年
年
有
。

大
殺
加
臨
更
莫
開
。

47　

�「
五
車
」
此
屋
門
前
兩
口
塘
、
為
人
哭
泣
此
明
堂
。
更
主
人
家
常
疾
病
。

遭
瘟
動
火
事
相
干
。

48　

�「
五
車
」
此
屋
若
有
大
路
衝
、
定
主
中
家
無
老
公
。
殘
疾
之
人
真
是
有
。

名
為
暗
箭
射
人
凶
。

49　

�「
五
車
」
此
屋
若
在
大
樹
下
、
孤
寡
人
丁
断
不
差
。
招
郎
乞
子
家
中
有
。

瘟

怪
物
定
絞
加
。

50　

�「
五
車
」
小
石
當
門
多
磊
落
、
其
家
説
鬼
時
時
着
。
小
口
驚
嚇
不
須
言
。

氣
疾
聾
唖
人
誰
覺
。

51　

�「
五
車
」
此
個
人
家
品
字
様
、
讀
書
作
館
起
家
荘
。
人
財
大
旺
添
田
地
。

貴
子
声
名
達
帝
郷
。


